
鹿児島市 

地域と共に創るまちづくりプラン 
（地域活性化計画・改訂版） 
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Ⅰ 総論                        

 

１ 策定の背景 

 (1) 本市の特性 

   本市は島津氏の城下町として発展し、「郷中教育」という独自の制度により、政治・経済

だけでなく、文化芸術などさまざまな分野において優れた人材を輩出しているほか、世界

文化遺産「明治日本の産業革命遺産」の構成資産である「旧集成館」などにおける殖産事

業が、明治以降の近代化に大きな役割を果たすなど、世界に誇りうる個性にあふれた歴史

と文化が築かれています。 

   また、コンパクトな都市機能が集積した魅力ある都市空間を形成し、南九州の中枢中核

都市として着実な発展を遂げるとともに、郊外地域においては、市街地の眼前に広がる雄

大な桜島や波静かな錦江湾の世界的にも稀有な自然景観をはじめ、多様な生き物がすむ自

然環境などの豊富な資源を有しています。 

   さらに日本の南に位置し、古くからアジアをはじめとした海外との交流拠点として栄え

てきました。日本列島を南北につなぐ新幹線の南の発着点である鹿児島中央駅をはじめ、

九州縦貫自動車道や南九州西回り自動車道などの高速交通網、離島航路の発着機能を持つ

鹿児島港や大型クルーズ船の接岸が可能なマリンポートかごしまなど国内外の交流を支え

る基盤を備えており、国際線を有している鹿児島空港と短時間で結ばれています。 

 

 (2) 合併地域の特性 

   平成１６年１１月１日に、隣接する吉田町、桜島町、喜入町、松元町及び郡山町と合併

し、本市は人口６０万人の県都として新たな一歩を踏み出し、旧町の地域を管轄する支所

がそれぞれ設置されました。 

   合併した５地域（以下「合併地域」という。）は、自然、歴史や文化など豊富な資源を有

しており、吉田地域のニガウリ、桜島地域の桜島大根、喜入地域のスイートコーン、松元

地域の茶、郡山地域の早掘りタケノコなど、地域の特性を生かした農産物の生産のほか、

吉田・郡山地域の畜産、桜島地域のブリ等の養殖などが行われています。 

   また、合併地域は市中心部から近く、通勤・通学、通院や買い物などの面で、日常生活

圏は一体化しています。 

   合併後、合併特例債の活用などによるハード面の整備を進めるとともに、ソフト面では

「ぐるっとかごしまスタンプラリー」をはじめとする地域間交流など、合併地域の特性を

生かしつつ、「速やかな一体化と均衡ある発展」に向けて取り組んできました。 

   一方で、人口減少や高齢化の進行により、地域活動や農林水産業の担い手不足、空き家

の増加などの活力低下も見られることから、「交流人口」・「関係人口※１」の拡大や地域の資

源・特性を生かした産業等の振興など、活力の維持・向上に向けた取組が急務となってい

ます。 

 
※１ 総務省「関係人口ポータルサイト(https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index. 

html）」によると、「定住者や観光客でもない、地域と多様に関わる人々」をいう。 
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 (3) 合併地域を取り巻く現状 

  ①少子高齢化の進行による人口減少 

   「鹿児島市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（以下「人口ビジョン」という。）」に

よると、本市は平成２５年をピークに人口減少局面へ移行した可能性が高いとされていま

す。また、同年には死亡数が出生数を上回り、自然動態が減少に転じています。さらに 

２０代は転出超過となる傾向にあり、その多くが福岡市や熊本市、宮崎市などの九州圏や

首都圏へ転出しています。  

   こうした現状を踏まえ、人口ビジョンにおける令和４２（２０６０）年の本市人口の将

来展望は５１．５万人を維持することとしています。 

 

【鹿児島市の年齢階級別人口移動の推移（平成１７年→平成２２年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）（出典：総務省「国勢調査」） 

 

【本市将来人口の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成２２・２７年及び令和２年は国勢調査による実績値。令和７（２０２５）年以降は人口ビジョンに 

基づく。 

  

 

(人) 

10 代後半から転入

超過により増加 

10 代後半から 20 代前半に

かけて転出超過により減少 

50 代後半から転入

超過により増加 
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 松元地域を除く４地域では人口減少に加え、人口に占める６５歳以上の割合が桜島地域

で５割を超えるなど、高齢化が急速に進行しています。 

 また、松元地域においてもベッドタウン化の進行により人口が増加する地区がある一方、

周辺の地区では人口減少の影響が見られます。 

 

【合併地域における年齢区分別の人口割合（令和６年１０月住民基本台帳人口）】 

地域 人口 
年齢区分 

０歳～１４歳 １５歳～６４歳 ６５歳以上 

全市 ５８６，９１６人 １３．２％ ５７．５％ ２９．３％ 

吉田地域 ９，４４３人 １０．２％ ４７．８％ ４２．０％ 

桜島地域 ３，４４４人 ６．９％ ４０．７％ ５２．４％ 

喜入地域 １０，５２６人 １１．０％ ４７．５％ ４１．５％ 

松元地域 １７，９８８人 ２０．０％ ５６．６％ ２３．４％ 

郡山地域 ６，７１８人 １０．６％ ４７．１％ ４２．３％ 

 

  ②新型コロナウイルス感染症拡大による社会の変化 

   新型コロナウイルス感染症拡大により、市民生活や地域経済、さらには人々の価値観や

行動などあらゆる面が影響を受けました。 

   その一方で、ウェブ会議システムの普及などによる働き方の変化、自然豊かな環境への

魅力、都市型の仕事中心から地方での生活重視へのライフスタイルの変容などにより、地

方への移住や出身者の地元回帰の意向は引き続き高い状況にあります。 

   また、コロナ禍の長期化により、デジタル化が急速に進行し、オンライン消費の拡大な

どによる消費者の行動変容が進むとともに、コロナ禍により打撃を受けた観光業界におい

ては、オンラインを活用した観光や「マイクロツーリズム※２」などの新たな動きもありま

した。 

   令和５年５月には、新型コロナウイルス感染症が５類へと移行し、社会経済活動の正常

化が本格的に進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※２ 自宅から１～２時間程度の移動圏内の「地元」で観光する近距離旅行の形態をいう。 
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２ 策定の主旨 

  合併地域においては、これまで「速やかな一体化と均衡ある発展」に向け、ハード・ソフ

ト両面からの取組を進めてきました。 

しかしながら、人口減少や新型コロナウイルス感染症による影響を受ける中、合併地域の

活力の維持・向上を図るためには、合併地域が有する豊富な資源を住民や地域団体等ととも

にさらに磨き上げ、新たな魅力を創出していくことが必要です。 

「地域と共に創るまちづくりプラン（以下「プラン」という。）」は、住民とともに個性豊

かな地域づくりを進めるため、若年層の地方回帰や観光等の新たな動向など社会経済情勢を

踏まえ、にぎわいのある市街地に近く、周辺自治体と隣接する地理的な特性も生かしながら、

交流人口・関係人口等の拡大や地域の特産品の販路拡大などの取組をさらに効果的に展開し

ていこうとするものです。 

今回、これまでの取組の効果や課題等を踏まえ、令和５年３月に策定したプランを改訂し

ました。 

 

３ 事業の展開 

  各地域においては、地域の現状や課題を把握し、地域団体等による協議の場である地域懇

話会などの意見をもとに、地域づくり推進課に配置する地域活性化アドバイザーの助言も踏

まえ、各地域のプラン（６頁から３５頁参照）にまちづくりの目標や方向性を定め、「地域の

魅力・活力共創事業」として取組を展開することとします。 

 

４ 位置づけ 

プランに基づく「地域の魅力・活力共創事業」の実施を通じて、第六次鹿児島市総合計画

の基本目標「１ 信頼とやさしさのある 共創のまち【信頼・共創政策】」の実現を図るとと

もに、同計画の地域別計画と連動し、合併地域の活力の維持・向上を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標１　「信頼とやさしさのある　共創のまち【信頼・共創政策】」

前期基本計画

地域別計画

－

　　

実現に向けた取組

  都市像    つながる人・まち　彩りあふれる　躍動都市・かごしま

地域の魅力・活力共創事業

第六次鹿児島市総合計画

連動

地域と共に創るまちづくりプラン
（地域活性化計画）

松元地域
地域活動の支援

地域の振興・課題解決に向けた
地域団体等との連携

吉田地域

桜島地域

喜入地域Ⅱ　住民主体の地域づくりの促進

Ⅰ　市民との協働の推進

郡山地域

１　地域社会を支える協働・連携の推進

基本目標別計画
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５ 進捗状況の管理 

  各支所においては、プランに基づく「地域の魅力・活力共創事業」の実効性を上げるため

に、ＰＤＣＡサイクル（Plan：計画、Do：実行、Check：評価、Action:改善）に基づく適切

な進捗管理を図り、課題等を把握し、効果的な事業実施に生かします。 

  また、地域懇話会に計画策定、事業の企画立案、進捗状況の把握や実施による課題をそ

れぞれの段階で報告し、意見や提言をいただき、事業の効果的な実施に向けた改善等に生

かします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 計画期間 

  ＰＤＣＡサイクルによる各地域の取組の評価を踏まえ、概ね３年ごとにプランの見直しを

行うこととします。 

 

７ ＳＤＧｓとの関連性 

ＳＤＧｓとは「Sustainable Development Goals（持続可能な

開発目標）」の略称で、平成２７年９月に国連サミットで採択され

た１７のゴールからなる国際目標です。 

このプランにおいても、特に関連性の高いゴールの達成に向け、

魅力と活力のある地域づくりに取り組みます。 

 

８ 庁内関係課との連携 

  本市全体として人口減少が進行する中で、店舗の減少や公共交通機関の減便などによる生

活利便性の低下への対応、移住希望者の支援などについて、全庁的に取り組んでいます。 

  また、地域懇話会などで出された意見や課題等について、庁内の関係課と共有するととも

に、各事業の実施にあたっては、関係課が５地域で実施する事業や計画等とも連携して取り

組みます。  

Ｐｌａｎ（計画）

プランの策定

Ｄｏ（実行）

事業の実施

Ｃｈｅｃｋ（評価）

事業の進捗や実施

による課題の把握

Ａｃｔｉｏｎ（改善）

評価結果を踏まえ、

事業に反映
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Ⅱ 各地域のプラン                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

吉田地域 
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吉田地域                                  

 

１ 管内の現状 

 (1) 沿革 

   吉田地域は、本市の北部に位置し、河川沿岸や幹線道路沿道の平坦地と丘陵部の住宅団

地、森林と山間部の農村集落で構成される、緑豊かな自然環境に恵まれた田園地域です。 

   古くは大隅国吉田院と称し、中世に大隅正八幡宮（現在の鹿児島神宮）の神領として吉

田氏が領した後、永正１４（１５１７）年から島津氏がこの地を治めるようになり、天正 

１５（１５８７）年には姶罹
あ い ら

郡より鹿児島郡に編入されました。 

   明治２２年の市制町村制の実施に伴い、吉田郷が吉田村となり、昭和４７年１１月の町

制施行により吉田村を吉田町に改称し、平成１６年１１月１日に桜島町、喜入町、松元町

及び郡山町とともに鹿児島市と合併しました。 

   合併後は、吉田小学校の新築移転、本城、宮、吉田小学校区における地域活性化住宅（市

営）や大原公園、市道奥之宇都線宇都トンネルなど生活を支える基盤を整備するとともに、

ＳＮＳや交流事業などを通じた魅力の発信など、地域間交流の促進に取り組んでいます。 

 

 (2) 人口等の推移 

地域内の人口は、合併以降減少傾向にあり、６５歳以上の人口の割合は高くなってきて

います。また、児童生徒数については、ほとんどの学校で減少傾向となっており、特に同

世代が一斉に入居した牟礼岡団地においては子の世代が多く転出したことにより、牟礼岡

小学校の児童数は大きく減少しています。 

 

○住民基本台帳人口の推移

 

 

 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

Ｈ16.11月 Ｈ21.10月 Ｈ26.10月 Ｒ元.10月 Ｒ6.10月

65歳以上

15～64歳

0～14歳64.2%

15.1%

59.7%

11.9%

20.7% 
23.8% 

28.4% 

35.9% 
42.0% 

63.3% 

12.9% 

53.2% 

10.9% 10.2% 

(11,857 人) (11,516 人) 
(10,923 人) 

(10,137 人) 
(9,443 人) 

(人) 

47.8% 
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○児童・生徒数の推移（各年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 主な地域資源 

旧吉田小学校跡地（東佐多町・西佐多町）  吉田地域北部に位置し、芝生広場は主に

地域の高齢者のグラウンドゴルフ練習場や

地元団体主催のイベントなどに利用されて

います。 

また、九州縦貫自動車道の姶良インター

チェンジから車で５分程度と交通の利便性

にも富んでいます。 

 

秋の田園風景（東佐多町） 

 

 

 

 

 

 吉田地域は稲作が盛んで、地域内には多

くの田が存在し、周りの山々とともにのど

かな田園風景を形成しています。田に映り

込む自然の様子や緑の豊かさ、穂が実り黄

金色となった景色など、四季折々の風景を

見ることができます。 

田の神石像（東佐多町ほか) 

 

 

 

 

 

 

 「タノカンサア」と親しみを込めて呼ばれ

る田の神は五穀豊穣の神で、その石像は農

民たちの豊作を願う心から生まれ祭られた

ものです。 

鎮守神社境内にある「東下の田の神」は市

の有形民俗文化財に指定されており、高さ

１２０センチで左手におわんを持ち、今に

も踊り出しそうな石像です。 
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吉田文化体育センター（本城町） 

 

 

 

 

 

 

 

 体育館は全国や県の各種スポーツ大会、

合宿や講演会の会場として利用され、施設

周辺には多目的屋内運動場、屋外運動場、テ

ニスコートがあり、休日には地域外から多

くの人が訪れます。 

また、周囲には桜やモミジの植栽もあり、

春、秋の行楽時期には花見や紅葉狩りを楽

しむ人でにぎわいます。 

ニガウリ 

 

 

 

 

 

 

吉田地域で生産されるニガウリは「スタ

ミナチャンピオン」の名で県内をはじめ、関

西方面にも出荷されています。 

ビタミンが豊富で、食物繊維・カロチンが

多く含まれる野菜で、山東菜、小松菜、ナバ

ナやミズナなどの新鮮野菜とともに、本城

町の「輝楽里よしだ館」でも購入できます。 

 

 

２ 令和５年度・６年度の取組内容 

事業の展開 事業内容 

(1) 子どもが集う吉田の体験型施設 

の整備 

「ペダルなし二輪遊具」を活用した体験、競技会

と地元団体、事業者等によるマルシェイベントを通

じて子どものあそびばづくりなどに向けた機運の醸

成を図りました。 

(2) 子どもが楽しめる「吉田 DEわ 

くわく」の開催 

田畑や川などの地域資源を活用した子どもも保護

者も楽しめる郷土色あふれるイベントを通じて交流

人口の拡大を図りました。 

(3) 子どもも喜ぶ吉田の弁当販売 吉田文化体育センターの利用者を対象とする、地

域産品を活用した弁当などの企画販売に向けた、調

査・研究や検討を通じて課題の洗い出し等を行いま

した。 

(4) 子どもと笑って吉田で暮らすた 

めの支援の検討 

子ども食堂を軸にした新たな交流の場の提供や情

報を発信するとともに、吉田地域で安心して笑って

暮らすことができるようにするための取組の検討を

行いました。 
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３ 地域懇話会における主な意見や事業に対する評価等 

〇子どもをターゲットとしたイベントを開催することにより、家族連れなど、多くの方が吉

田に遊びに来てくれてよかった。 

 

〇イベント参加者に吉田の良さが伝わったのか、再び訪れたいと思ってもらえたのか分から

ない。 

 

〇イベントは、地域外の参加者と地域住民がともに楽しめるものであってほしい。また、地

域住民と一緒につくり上げようとする気運がさらに高まるとよい。 

 

〇自然の豊かさなど、吉田の良さをゆっくりと感じられる催しがあってもいいのではないか。 

 

〇過疎化が進む中で、地域が主体的にイベント等を行うことが困難な地域もある。 

 

〇吉田で飲食をするところが少ない。子どもを連れて出かけられる飲食店や、雨が降っても

遊べるところがあればよいと思う。 

 

〇イベントは、地域外の方と地域住民がともに楽しめるものである方がよい。 

 

〇これまでは、行政主体でイベント等を運営してきたが、今後は、地元企業や商工会等と連

携しながら、地域が主体となって運営していく必要がある。 

 

〇自然を活用したイベントを実施することにより、吉田の魅力を発信することができたと思

うが、一過性のものではなく参加者が継続して吉田と関わりを持てるような工夫が必要で

ある。 

 

４ 管内の課題 

(1) 就学・就職などに伴う転出により若年層の人口が減少しており、地域の活力やにぎわい 

が低下しつつあります。 

 

(2) 高齢化や過疎化による後継者不足などにより、これまで行っていた町内会活動が困難と 

なるなど、共助力が低下しつつある地域があります。 

 

(3) 緑豊かな自然環境やニガウリをはじめとする特産農産物など、地域資源の魅力が十分に 

生かされていません。 

 

(4) 宅地造成や企業立地に適さない山間部や交通不便地等に未利用地があるほか、農業従事 

者の高齢化などにより、使われていない農地が増加傾向にあります。 

 

 



11 

 

５ 課題解決に向けた方向性等 

 (1) 目標 

「子どもの笑い声響く 吉田のまちづくり」を理念として、子育て世代をはじめとした

交流人口・定住人口の拡大に向けた事業を展開することで、地域の活力や潤いを創出する

とともに、住民が相互に助け合い安心して暮らせるにぎわいのある地域づくりを目指しま

す。 

 

 (2) 方向性 

子育て世代の多い吉野地域や姶良市などをメインターゲットに、豊かな自然や特産物な

ど地域資源を活用した事業を展開し、交流・定住人口の拡大や稼ぐ力の創出を図るととも

に、住民が安心して地域に住み続けられる環境を整えるため、地域主体による共助の取組

を支援し、地域の活性化を図ります。 

 

 (3) 事業の展開 

①地域資源や地の利を生かしたイベントの開催 

 吉野地域や姶良市などの子育て世代をメインターゲットに、田畑や山、川といった地域

資源を活用して、「吉田ＤＥわくわく」ちびっこフェスタや「親子ふれあい農園」などの事

業を実施することにより、交流人口の拡大を図ります。 

 

  ②吉田の魅力発信 

   支所公式ＳＮＳやイベント等を通じて、地域の食や自然、特産品など、ほかにはない吉

田の魅力を発信し、地域に対する知見や興味を深めます。 

 

  ③吉田で笑って暮らすための支援の検討 

      移住希望者が円滑に移住生活を始められる事業の展開や地域の主体的な交流、助け合い

の支援など、吉田地域で安心して笑って暮らすことができる取組の検討を行います。  
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Ⅱ 各地域のプラン                   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

桜島地域 
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桜島地域                                  

 

１ 管内の現状 

 (1) 沿革 

   桜島地域は、本市の東部に位置し、中心部から錦江湾を隔てて約４キロメートルの近距

離にあり、地域内のほとんどが溶岩原、山林及び原野で、住宅地は海岸線に沿って帯状に

続いています。霧島錦江湾国立公園と県の名勝に指定されており、自然海岸や溶岩原など

の独自の貴重な自然環境や景観資源を有しています。 

また、大隅半島と陸続きになった大正３年の噴火など、現在も活発に噴火活動を続けて

おり、住民は火山と共存しながら生活しています。 

明治２２年の市制町村制の実施に伴い、桜島郷が西桜島村と東桜島村に分かれ、東桜島

村は昭和２５年１０月に鹿児島市と合併しました。また、西桜島村は昭和４８年５月の町

制施行により桜島町に改称し、平成１６年１１月１日に吉田町、喜入町、松元町及び郡山

町とともに鹿児島市と合併しました。 

合併後は、改新交流センターの整備や各地域に設立された地域コミュニティ協議会の活

動支援など、地域活動の充実を図りました。また、平成３１年４月には桜島地域全体を所

管する桜島支所を設置し、災害時における指揮系統の一元化による防災体制強化を図ると

ともに、地域一体となった地域振興への取組を支援し、魅力の発信や地域間交流に取り組

んでいます。 

さらに、地域の特性を生かした桜島ならではの教育を目指し、地域内のすべての小・中

学校を統合した義務教育学校「桜島学校」が設置される予定です。 

 

 (2) 人口等の推移 

地域内の人口は、合併時と比較するとほぼ半減し、人口減少が急速に進んでいます。特

に、人口に占める６５歳以上の割合は５０％を超えており、全市で最も高齢化が進む地域

となっています。また、児童生徒数もほとんどの学校で減少傾向にあります。 

 

○住民基本台帳人口の推移
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○児童・生徒数の推移（各年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 主な地域資源 

桜島の特産物（※左上から時計回りに桜島

小みかん、桜島大根、ビワ、椿油） 

 

 

 

 

 

火山と共存して生産される桜島の特産

物。小さい果実の中に香りと甘さが詰まっ

た「桜島小みかん」、鹿児島を代表する伝統

野菜である「桜島大根」は全国的に有名で

す。 

また、海の見える斜面で栽培されるみず

みずしい桜島の「ビワ」、降灰に負けず赤い

花を咲かせる椿から搾油される桜島の「椿

油」など、農作物の生産には厳しい環境の中

でも大切に育てられ、桜島の産業として受

け継がれています。 

桜島フェリー 

 

 

 

 

 

 

令和６年に運航開始から９０年を迎え、

長年にわたり人々の暮らしを支える桜島フ

ェリー。生活の重要なパイプラインの役目

だけでなく観光ルートの主役として活躍し

ています。桜島地域と鹿児島市街地を１５

分で結ぶ海のバイパスとして多くの人々に

利用されています。 
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地域の飲食店（写真：さくら市） 

 

 

 

 

 

 

人口減少や高齢化による事業休止などに

より、地域内の店舗数は減少しているもの

の、近年はカフェやベーカリーショップ、

キッチンカーなどの新たな店舗の開店も見

られ、地域の資源となっています。 

また、地域の飲食店等が連携して島内で

マルシェを開催するなど新たな動きがみら

れます。 

 

 

新たな宿泊施設（写真：ｉｋｏてらす） 

 

 

 

 

 

 

自然湧出する温泉を備えた既存の観光ホ

テルのほか、近年では桜島を体感できるゲ

ストハウスや民泊施設が開業しており、地

域住民と観光客がつながる新たな交流の拠

点として期待されています。 

令和６年２月に完成した「ｉｋｏてらす」

は、空き家を改装したゲストハウスで、桜島

の暮らしや文化などの魅力体験や、移住を

検討するための施設として活用されていま

す。 

豊富な観光資源  桜島の火山や溶岩原など独自の貴重な自

然環境や景観資源、温泉など豊富な観光資

源を有し、毎年多くの観光客が訪れていま

す。 

 

 

 

 

 

 

２ 令和５年度・６年度の取組内容 

事業の展開 事業内容 

(1) 地域の飲食店等の連携による魅 

力発信 

地域の飲食店等が連携し、デジタルパンフレット

やＳＮＳ等を活用した情報発信の強化を図るととも

に、イベントを開催しました。 

(2) 桜島の魅力体験に取り組む地域 

団体の支援 

関係人口・定住人口の拡大につなげるため、地域

団体が行う桜島の暮らし・文化などの魅力体験やお

試し移住を含む長期滞在の取組を支援しました。 

(3) デジタル化による生活利便性の 

向上 

デジタルデバイドの解消を図るために、地域のデ

ジタルサポーターを養成し、高齢者等向けデジタル

教室を実施しました。 
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３ 地域懇話会における主な意見や事業に対する評価等 

○桜島の椿油は特産物の一つだと思う。油単体でも価値があるが化粧品や食用品への加工な

ど需要があるが供給が少ない。 

 

○椿も含め桜島で小規模の農業をしている方は本業にはできない。加工して販売までできる

ようになれば生産量を増やせる。 

 

○飲食店の連携イベントは事業者主体で自走化するためのシステムを構築する必要がある。 

 

○島外イベント出店は桜島の魅力発信をするいい機会だが事業者個人では限界がある。島内

イベントの回数を増やすなど参加しやすい環境を整え、定期的に開催すべきである。 

 

○デジタルの活用で利便性が高まると高齢者等の生きがいにもつながってくる。利便性と生

きがいが上手く重なるような展開ができるとよい。 

 

〇デジタル使用に慣れてくると個々で理解できないところが違ってくる。それぞれのレベル

に合わせてサポートしていく必要がある。 

 

〇経済的な事情でデジタルに対応できない方々もいると思う。取り残さないようにするには

どうするか考えなければならない。 

 

〇マルシェの開催を知らない方々もいた。情報発信の方法を工夫すべきだ。 

 

〇とてもバランス良く３つの事業ができている。将来的にはすべてがリンクするようにして

ほしい。 

 

〇懇話会から携わり、事業の成果が上がったことがうれしかった。 

 

４ 管内の課題 

 (1) 人口減少や高齢化等により既存の飲食店や観光等の事業者が減少する一方で、新たな店

舗の開業が見られますが、事業者のつながりの機会が少なく、十分に連携できていません。 

 

 (2) 地域内の店舗減少や路線バス、桜島フェリーの減便等により、高齢者等の買い物や通院

など、生活における利便性が低下しています。 

 

 (3) 豊富な観光資源を有している一方で、訪問者が桜島の暮らしや文化などの魅力を体験す

る場が少なく、地域の魅力が十分に生かされていません。 

 

 (4) 桜島小みかん、桜島大根、ビワなど特産農産物を生産していますが、農家の高齢化や減

少により、経営規模が縮小し使われていない農地が増加しています。 
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５ 課題解決に向けた方向性等 

 (1) 目標 

地域の活力とにぎわいを創出し、地域住民が桜島地域に住んでよかった、住み続けたい

と思える地域を目指します。 

 

 (2) 方向性 

地域の事業者間の連携を図り、自走できる体制の構築に取り組むとともに、地域資源や

空き家などを活用した桜島の魅力を体感するコンテンツを提供し、関係人口の拡大につな

げます。また、デジタルを活用した生活利便性の向上を推進します。 

 

 (3) 事業の展開 

  ①地域の飲食店等の連携による魅力発信 

   島内でのマルシェの開催や各種イベントへの参加で連携を活性化します。また、ＳＮＳ

などを活用した情報発信やマルシェ開催など、飲食店等が自ら魅力を発信できる体制を構

築します。 

 

  ②桜島の魅力体感コンテンツの創出 

   桜島地域で活動する地域団体や事業者などによる地域資源を生かした桜島の魅力を体感

するコンテンツの創出を支援します。 

 

  ③デジタル化による生活利便性の向上 

   高齢者などのデジタル弱者へデジタルツールの知識の向上と活用能力を高めるための支

援に取り組み、デジタルデバイドの解消と生活利便性の向上を図ります。 
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Ⅱ 各地域のプラン                   

 

 

 

 

 

 

 

  

喜入地域 
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喜入地域                                  

 

１ 管内の現状 

 (1) 沿革 

   喜入地域は、本市の南部に位置し、約８割を占める山地と錦江湾に沿った平坦地で構成

され、錦江湾に並行して国道２２６号やＪＲ指宿枕崎線が通っています。南九州市と接す

る西の山々は分水嶺になっており、そこを源とする１０余りの河川は錦江湾に注ぎ、流域

には集落と水田が広がります。また、昭和４４年に石油備蓄基地が操業を開始しました。 

「喜入」の名は、応永２１（１４１４）年に島津久豊がこの地で上げた戦勝を祝して「給

黎」を改めたのが最初です。給黎城の周囲には武士たちが暮らす「麓」が築かれました。

喜入旧麓地区は当時の雰囲気が残っており、令和元年に日本遺産「薩摩の武士が生きた町」

の構成文化財として認定されました。 

   明治２２年の市制町村制の実施に伴い喜入村となり、昭和３１年１０月の町制施行によ

り喜入村を喜入町に改称し、平成１６年１１月１日に吉田町、桜島町、松元町及び郡山町

とともに鹿児島市と合併しました。 

合併後は、平成２４年１１月に観光農業公園「グリーンファーム」、令和３年１０月から

プロサッカーチーム「鹿児島ユナイテッドＦＣ」専用のトレーニングセンター「ユニータ」

の供用開始、令和６年３月に喜入旧麓交流館「陽だまり」がオープンするなど、喜入地域

の活性化だけでなく本市のスポーツ振興や交流人口の拡大につながる取組が進んでいます。 

 

 (2) 人口等の推移 

地域内の人口は、合併以降減少傾向にあり、特に１５歳から６４歳の人口が占める割合

が低下しており、地域の産業を支える担い手の不足が懸念されます。 

一方、６５歳以上の人口は増加傾向にあり、人口に占める割合も４１．５％となるなど、

人口減少に加え、少子高齢化が急速に進行しています。 

 

○住民基本台帳人口の推移
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○児童・生徒数の推移（各年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 主な地域資源 

喜入旧麓地区（喜入町） 

 

 

 

 

 

 

湧水を利用した水路、往時の面影を残す

門柱や生垣、石塀が連なるなど、武家屋敷

跡の雰囲気を感じることができます。 

また、豊かな自然と一体となった水辺の

景観を望むことができる香
こ

梅
べ

ケ
が

渕
ふち

や、文禄

４（１５９５）年から２７０年あまり喜入

を治めた肝付家歴代の墓があり、市の景観

形成重点地区に指定されています。 

令和６年３月には喜入旧麓交流館「陽だ

まり」がオープンしました。 

 

 

 

ＪＲ喜入駅（喜入町） 

 

 

 

 

 

 

 地域住民の通勤や通学に利用される喜入

駅は、縁起のよい駅として親しまれており、

切符に「合格祈願」や「安産祈願」などの記

念スタンプを押すことで「喜びが入る」とし

て多くの方に幸せを運んでいます。 

令和２年５月より無人化された駅舎を活

用し、にぎわいのある交流拠点を整備しま

す。 
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鹿児島ユナイテッドＦＣトレーニング 

センター「ユニータ」（喜入町） 

 

 

 

 

 

旧喜入いきいきふれあい広場跡地に整備

され、天然芝２面、人工芝１面等を有してい

ます。 

令和６年度には喜入中名町の旧ホテル跡

を活用したクラブ寮を整備し、令和７年４

月末にはユニータにクラブハウスが完成予

定です。 

 

 

 

生見海水浴場、ウミガメ上陸・産卵地 

（喜入生見町ほか） 

 

 

 

 白砂青松の遠浅の海岸で、夏は海水浴、秋

にはマルシェやカヌー体験会が開催され、

家族連れ等で賑わいます。 

 また、喜入地域の海岸では、例年５月から

７月にかけてウミガメの上陸・産卵が確認

され、８月から９月にかけてふ化します。 

地域の子どもたちと一緒に、ふ化した子

ガメが無事に海に帰るのを見守るなど、地

域で保護活動を行っています。 

 

 

 

 

特産品（スイートコーン、オクラ等） 

 

５月には喜入産スイートコーンが旬を迎

えます。糖度が高く、生でも食べられるスイ

ートコーンは、マリンピア喜入やグリーン

ファームで購入することができ、地域内外

から人気のある特産品です。 

 他にもオクラや早生みかん等が喜入の農

業を支えています。 

 

 

 

２ 令和５年度・６年度の取組内容 

事業の展開 事業内容 

(1) 空き家を活用した交流拠点の 

整備 

旧麓地区（日本遺産）に整備した喜入旧麓交流館

「陽だまり」の運営支援を行いました。 

(2) 「喜び入るまち」のブランデ 

ィング 

喜入地域で長年親しまれてきたフレーズ「喜び入

るまち」を用いて作成したイラスト等を活用して、

地域の知名度向上を図りました。 

(3) ＪＲ喜入駅を活用した交流拠 

点の整備 

喜入地域の交通の拠点であるＪＲ喜入駅におい

て、交流拠点の整備を行いました。 



22 

 

 ３ 地域懇話会における主な意見や事業に対する評価等 

○概ね３年の間では、新しい事業をするのではなく、今の事業をしっかりサポートしていく

形ができればよいと思う。 

 

○喜入旧麓交流館「陽だまり」は話題になっているが、持続させるためにはこれからもフォ

ローが大切だと思う。 

 

○喜入駅の活用については話題性のある駅になるよう、鹿児島ユナイテッドＦＣ・ＪＲ九州・

地域で協力していきたい。 

 

○喜入駅を拠点に喜入旧麓交流館「陽だまり」や各校区をリンクして、喜入地域全体で連携

して取り組める仕組みを作ってほしい。 

 

○スポーツチームを推しているところに行くとファンでなくてもわくわくするので、”喜び入

るまち”とあわせて、鹿児島ユナイテッドＦＣをあらゆる面で推すといい。 

 

○地域で子育てをサポートし、子どもたちがいることで地域が明るくなり、また、大人にな

って地域に残ってくれることで、１０年、２０年後の活性化にもつながると思う。 

 

○喜入旧麓交流館「陽だまり」はマルシェを開催するなどして、来場者も多く、いい活動が

できている。 

 

○イベントで”喜び入るまち”のイラスト缶バッチを配布したが、子どもたちがとても喜ん

でくれてイベントが盛り上がった。 

 

４ 管内の課題 

 (1) 人口減少等による空き家や使われていない農地が増加傾向にあるほか、地域づくりを担

うリーダーの高齢化と後継者不足などにより、活力やにぎわいが低下しつつあります。 

 

 (2) 喜入旧麓地区やグリーンファーム、ユニータ、ＪＲ喜入駅など、数多くの地域資源に恵

まれている一方で、認知度が低く、地域の魅力が最大限に生かされていません。 
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５ 課題解決に向けた方向性等 

 (1) 目標 

空き家や使われていない農地の活用、地域づくりのリーダーとなる若者の育成、地域の

認知度や回遊性の向上などの課題解決に向け、地域の関係者と広く連携し、特色ある資源

などを生かした個性豊かな取組を通じた地域づくりを進めます。 

 

 (2) 方向性 

鹿児島ユナイテッドＦＣやＪＲ九州などの事業者等と連携し、ユニータやＪＲ喜入駅な

どの資源を活用した回遊性の向上などに取り組み、交流人口・関係人口の拡大を図るとと

もに、空き家を活用した喜入旧麓交流館「陽だまり」の運営を支援し、地域の活性化を図

ります。 

 

 (3) 事業の展開 

  ①空き家を活用して整備した交流拠点の運営支援 

   喜入旧麓地区にある空き家を活用して整備した交流・情報発信の拠点である喜入旧麓交

流館「陽だまり」の運営を支援し、若者と連携した取組や観光ガイド、飲食の提供等のお

もてなしを通じ、訪問者の満足度向上と交流人口の拡大による地域の活性化を図ります。 

 

  ②「喜び入るまち」のロゴを活用した取組    

   喜入地域で使われているフレーズ「喜び入るまち」のロゴやイラストを活用した地域Ｐ

Ｒやグッズ制作等に取り組み、喜入の魅力や認知度のさらなる向上を図ります。 

 

  ③ＪＲ喜入駅を活用した交流拠点の整備 

   喜入地域の交通の拠点であるＪＲ喜入駅において、商品の販売やレンタサイクルなどの

機能を備えた交流拠点を整備し、回遊性の向上と地域の活性化を図ります。 
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Ⅱ 各地域のプラン                   

 

 

 

 

 

 

 

  

松元地域 
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松元地域                                  

 

１ 管内の現状 

 (1) 沿革 

   松元地域は、本市の西部に位置し、多くの丘陵と渓谷からなり、河川沿岸や幹線道路沿

道の限られた平坦地と主に山林で構成されています。また、ＪＲ鹿児島本線、南九州西回

り自動車道や県道といった幹線道路などの交通基盤が充実しており、幹線道路沿いの春山・

石谷地域では住宅団地が建設されるなどベッドタウン化が進んでいます。 

   石谷町の永福寺には市指定文化財の「町田家の墓」が残されています。島津氏の血筋で

ある町田家は、新納家・樺山家と共に島津氏の三大権門と呼ばれ、石谷を領していました。 

   明治２２年の市制町村制施行の実施に伴い、上谷口村、福山村、春山村、直木村、入佐

村及び石谷村を統合し、上伊集院村が誕生しました。また、昭和３５年４月に松元村への

改称と同時に町制施行により松元町と改称し、平成１６年１１月１日に吉田町、桜島町、

喜入町及び郡山町とともに鹿児島市と合併しました。 

   合併後は、豊かな自然環境の中で松元ダムの水を利用した茶などの生産に引き続き取り

組むほか、平成２７年３月には春山町に都市農村交流センター「お茶の里」が完成するな

ど都市と農村の交流の促進に取り組んでいます。 

 

 (2) 人口等の推移 

松元地域は年少人口比率が全市で最も高く、人口も増加傾向にあります。 

校区別に見ると、子育て世帯向けの県営住宅などが立地する松陽台町を含む松元小学校

区や、ベッドタウン化が進む春山・石谷小学校区においては、人口・児童数ともに増加傾

向にありますが、東昌小学校区においては、住宅建設などに制限がある農用地区域が多い

ことなどから、人口減少と高齢化が進み、地域内で二極化しています。 

 

○住民基本台帳人口の推移
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○児童・生徒数の推移（各年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 主な地域資源 

都市農村交流センター「お茶の里」(春山町)  都市と農村の交流を促進し、農村地域の

活性化を図るための施設です。施設内には

茶をはじめ地元の新鮮野菜等を販売する直

売所や飲食施設、茶手もみやそば打ち体験

等もできる交流室、地域の特産物などを紹

介する情報スペースのほか、芝生広場や子

どもたちに人気の遊具等もあり、気軽にグ

リーン・ツーリズムを楽しめます。 

松元平野岡体育館（上谷口町）  卓球競技等に適した無風空調設備を完備

した体育館のほか、多目的屋内運動場やグ

ラウンド・テニスコートなどのスポーツ施

設と温泉が併設され、スポーツで汗をかい

た後、リフレッシュすることができます。 

また周辺には数百本の桜が植えられ、見

ごろには多くの人でにぎわいます。 

町田久成 

（１８３８年 

～１８９７年） 

 

 

 

【鹿児島県立図書館所蔵】 

 石谷を治めていた町田家の長男として生

まれ、慶応元（１８６５）年に薩摩藩英国留

学生を率いて英国へ渡りました。帰国後、廃

仏毀釈の嵐で文化財破壊が広がる風潮を憂

い、文化財保護の重要性と博物館の建設を

建議し、東京国立博物館の初代館長に就任

しました。 
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茶畑 

 

 

 

 

 

 

 松元地域では、古くから茶が特産物とし

て栽培されており、江戸時代には島津氏に

献上された記録が残っています。 

寒暖差の激しい松元地域の気象条件によ

り、味・香り・色が優れているのが特徴で

す。 

県立松陽高等学校  昭和５８年４月、多様なコースを有した

普通科高校として開校し、平成７年度には

音楽科・美術科が新設され、本県の高等学校

芸術部門の拠点校となりました。 

文化系の部活動は大会やコンクールで高

い実績を収めるほか、体育系の部活動も活

躍しています。 

 

２ 令和５年度・６年度の取組内容 

事業の展開 事業内容 

(1) 松元の魅力を発信するイベン 

ト等の開催 

特産品である茶の魅力の発信をメインテーマとし

た「まつもと まるっとマルシェ」を開催しました。 

(2) スポーツを活用した交流の促 

 進 

・松元地域で親しまれてきた卓球を生かした地域内

外の交流促進に取り組みました。 

・フットサルなどの取組状況や将来性を調査し、ス

ポーツを生かした活性化の方策を検討しました。 

(3) 地域の団体や高校との連携に 

よる魅力の創出 

・松元地域の偉人である町田久成の功績をＰＲする

住民活動を支援しました。 

・県の高等学校芸術部門の拠点校である松陽高等学

校と地域の小学校の連携による作品制作や、同校

生徒の作品展覧会等を通して、地域への芸術の浸

透と住民相互の交流を図りました。 

  

３ 地域懇話会における主な意見や事業に対する評価等 

○事業の効果が実感できるような取組であれば、自主的に協力する住民が増え、住民が主体

的に取り組む気運が高まるのではないか。 

 

○松元地域では、弓道やフットサルなど卓球以外のスポーツも取り組まれているため、他の

スポーツの活動状況等をもっと情報発信し、地域内で活動する団体を上手く活用しながら、

交流人口を増やせたらいい。 

 

○松陽高等学校と連携して事業に取り組んだことで、同校の芸術部門の取組を知ることがで

き、地域にとって身近な存在となったので、継続して取り組んでほしい。 
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○プランに掲げる目標に向けて行政と地域が共に取り組んでいる事業であるから、各イベン

ト等が一体的に実施されていることを、参加者や従事者等に分かりやすく示すことが必要

である。 

 

○これまでの取組のなかで構築した地域活性化のスキームや協力者（人・団体等）との連携

を維持・発展させながら、持続可能な取組となるよう、内容や規模の見直し等を含めた検

討が必要である。 

 

○令和５年度、初開催ながら５，０００人を超える来場者で賑わった「まつもと まるっとマ

ルシェ」は、特産品の茶をはじめとする松元の地域資源や魅力を地域内外に効果的に発信

したほか、交流人口の拡大に寄与した。 

 

○茶業振興会、まちづくり協議会、松陽高等学校、地元の出店者や出演者等が一堂に会した

マルシェをはじめ、各取組に多くの地域住民や団体等が関わることで、松元地域の一体感

が醸成された。 

 

○地域の小学生等が卓球に触れる機会を提供することにより、卓球への関心が高まるととも

に、スポーツを通じた住民同士の交流促進が図られた。 

 

○卓球イベント会場で、まつもと茶のふるまい等のＰＲ活動を行うことで、地域内外からの

来場者に対し、まつもと茶の魅力を伝えることができた。 

 

○町田久成の顕彰に取り組む「～町田久成から未来へ～石谷夢プロジェクト」の活動を支援

し、その功績を地域内外へ発信することで、交流人口の拡大につながった。 

 

○松陽高等学校美術科と連携した小学生向けの絵画教室や、同科生徒の作品展覧会「松陽ア

ートｉｎまつもと」を通じて、多くの地域住民に芸術に触れる機会を提供することができ

た。 

 

４ 管内の課題 

(1) 子育て世代等の流入による人口の増加が見られる一方で、価値観や生活様式の多様化に 

よる地域のつながりや関心の希薄化が見られ、地域の一体感が低下しています。 

 

(2) 松元地域は市内における茶の主要産地ではありますが、県内市町村別の荒茶の生産量は 

６位で、シェア率も４％程度にとどまっており、ブランド力や発信力の強化が求められて

います。 

 

 (3) 合併以前は平成７年の「卓球のまち宣言」のほか、地域内でスポーツ大会も数多く開催

されるなど、住民の健康づくりやコミュニティの形成にスポーツが寄与していましたが、

合併後は活動が低調に推移しています。 
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５ 課題解決に向けた方向性等 

 (1) 目標 

住民と行政が共創し、松元地域の活性化を推進し続けられるような仕組みを構築すると

ともに、人と人とがつながりを感じられる一体感のある地域づくりに取り組みます。 

 

 (2) 方向性 

特産品である茶をはじめとした地域資源のほか、スポーツ、文化・芸術を活用すること

で、にぎわいの創出や住民相互の交流、地域の活性化を推進します。 

 

 (3) 事業の展開 

  ①松元の魅力を発信するイベント等の開催 

   地域団体等が中心となって「まつもと まるっとマルシェ」を開催し、特産品の茶を活用

した料理の企画販売や、スポーツを活用した交流促進の取組との連携、ステージイベント

等を通じて、松元の魅力をさらに深く広く発信し、地域内外の交流を促進します。また、

新たなイベントの目玉などを地域とともに創出することで、地域の一体感の醸成を図りな

がら、持続可能なイベントとするための創意工夫に努めます。 

 

  ②スポーツを活用した交流の促進 

   Ｔリーグ公式戦が開催できる体育館もあることや、地域で活動するスポーツクラブ等の

状況を踏まえ、卓球やフットサルなどのスポーツを生かした地域内外の交流促進に取り組

みます。また、ダンスなど地域における他のスポーツの取組状況や将来性を調査・研究し

ます。 

 

  ③地域の団体や高校との連携による魅力の創出 

   松陽高等学校の生徒と小学生によるアート作品の制作・展示等に取り組み、地域に芸術

の浸透を図ります。また、石谷町に縁のある「町田久成」の功績を顕彰する団体の取組を

支援し、魅力の創出を図るとともに、地域内外への情報発信を行います。  
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Ⅱ 各地域のプラン                   

 

 

 

 

 

 

 

  

郡山地域 
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郡山地域                                  

 

１ 管内の現状 

 (1) 沿革 

   郡山地域は、本市の北西部、甲突川の上流部に位置し、東に花尾山・三重岳、北に八重

山があり、河川沿岸や幹線道路沿道の限られた平坦地と主に山地で構成されています。 

また、地域内は八重の棚田や花尾神社など、自然、景観、歴史、温泉などを有しており、

森林や農地などの豊かな自然環境の中で、ニガウリや早掘りタケノコなどの特産農産物等

の生産、子牛生産を主体とした肉用牛経営や酪農が行われています。 

   明治２２年の市制町村制施行の実施に伴い、郡山村、西俣村、油須木村、厚地村、東俣

村及び川田村が統合し、郡山村が誕生しました。また、昭和３１年９月に郡山村と下伊集

院村の一部（有屋田・嶽）の合併により郡山町に改称し、平成１６年１１月１日に吉田町、

桜島町、喜入町及び松元町とともに鹿児島市と合併しました。 

   合併後は、平成８年３月から施行している郡山中央地区土地区画整理事業の推進により、

生活環境の充実が図られているほか、平成２８年１月に郡山体育館が開館し、隣接するス

パランド裸
ら

・楽
ら

・良
ら

や郡山総合運動場などのスポーツ・レクリエーション施設との一体的

な活用が図られています。また、交流事業を通じた地域間交流の促進に取り組んでいます。    

 

 (2) 人口等の推移 

地域内の人口は、合併以降減少傾向にあり、現在では７，０００人を下回っています。

また、６５歳以上の人口は増加しており、人口全体に占める割合は４２．３％と高い比率

となっています。 

さらに、０歳から１４歳の人口の割合が低下し、合併時と比較すると児童生徒数は減少

しており、複式学級となっている小学校もあるなど、少子高齢化が進んでいます。 

 

○住民基本台帳人口の推移
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○児童・生徒数の推移（各年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (3) 主な地域資源 

花尾神社（花尾町） 

 

 

 

 

 

 

花尾山の麓にあり、きらびやかな社殿は、

日光東照宮に似た美しさから「さつま日光」

と称されています。 

源頼朝と島津氏初代忠久の母・丹後局を

祭っており、創建は源頼朝の尊像を安置し

た建保６（１２１８）年と言われ、平成１４

年に県の有形文化財（建造物）に指定されま

した。 

八重の棚田・甲突池（郡山町） 

 

八重山の裾野の傾斜地に、階段状に石を

積んで形成された約２４０枚の水田が美し

い景観を形成し、市の景観形成重点地区に

指定されています。 

また、近くには市街地を流れる甲突川の

源流（甲突池）があります。 
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スパランド裸・楽・良（東俣町） 

 

 

 

 

 

郡山総合運動場敷地内にあり、１１種類

の入浴ゾーンがある温泉と２５種類のスパ

ゾーンを備えた複合施設です。ジムやレス

トラン、宿泊施設等も併設されており、年

間約２０万人が利用しています。 

郡山地域にはその他にも４つの温泉施設

があり、多くの人が訪れています。 

彼岸花ロード  郡山地域では、群生する彼岸花が毎年秋

に咲き誇り、中でも川田川沿いの「彼岸花

ロード」では、彼岸花と黄金色の稲穂が織

りなす景観がサイクリングやウォーキング

に訪れる人の目を楽しませてくれます。 

八重山公園（郡山町） 

 

 

 

 

 

入来峠の高台にあり桜島、錦江湾、遠くは

開聞岳も望むことができます。コテージや

各種テントスペースがあり、家族やグルー

プのキャンプが楽しめるほか、交流促進セ

ンター「てんがら館」は大人数の宿泊研修に

も利用できます。 

また、野外ステージ、展望広場なども備え

ています。 

 

 

 

 

 

 

２ 令和５年度・６年度の取組内容 

事業の展開 事業内容 

(1) 地域の資源を活用した新たな

コンテンツ・商品の開発 

・スパランド裸・楽・良を拠点とした e-Bikeのレンタ

ルサービスを運営するとともに、利用促進に向けた

取組を行いました。 

・史跡や自然体験などの地域資源を生かした体験型イ

ベント（バスツアー）を開催しました。 

(2) 地域住民が主体となった取組

の促進 

・校区コミュニティ協議会と連携し、草花の植栽によ

る地域景観のイメージアップを推進しました。 

・事業者が連携し、期間を定め地域全体を会場とした

イベントと、会場を設けた１日のイベントの２本立

てによる「いろどりマルシェ koriyama」を開催する

ことにより、地域の製品や特産品の認知度向上を図

るとともに交流人口の拡大を推進しました。 
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(3) 住民主体によるデジタルを活

用した情報発信 

地域の事業者がグーグルマップ等のサービスを活用

した、自発的な情報発信に取り組むための支援として

講習会を開催し、訪問者の滞在時間の拡大と周遊促進

を図りました。 

 

３ 地域懇話会における主な意見や事業に対する評価等 

 ○体験型コンテンツは将来性が見込めるので、宿泊体験や訪日外国人対応などの視点、自立

して継続するための価格設定の検討も必要だと思う。 

 

○郡山は星空がとてもきれいに見えるので、夜を楽しむという視点も取り入れてはどうか。 

 

○既存の八重山の施設や地域団体が行っているイベントと協働することは事業の進め方や地

域連携という部分でも効果的である。 

 

○e-Bikeレンタサイクルは利用者が少ない。利用者を増やすための広報・イベントは必要だ

が、運営方法の抜本的な見直しなどの検討も必要。 

 

○バスツアーは参加者に好評で、地域の連携という点でも効果が高かったので、今後も継続

して実施していきたい。 

 

○特産品開発・販売は先進地調査や地域内飲食店の意向調査などを行ったものの、新しいも

のを作り出し、地域で共有していくことは難しい。地域事業者が開発した商品や、既存の

商品をマルシェ等で紹介し認知度の向上を図りたい。 

 

○景観イメージアップ事業は地域住民が主体的に行う雰囲気を醸成するきっかけになった点

は評価できるが、植栽後の管理が難しい点や植栽に限定していた部分は今後の課題。 

 

○「いろどりマルシェ koriyama」は、約 1か月にわたり地域の様々な業種の事業者が連携し

た新たな試みという点で効果は高く、次回以降の期待も高い。フィナーレイベントには 

２，５００人を超える来場者があり、郡山の「いいもの」を知ってもらう機会となること

ができた。なお、地域全体を会場とした期間イベントでの電子クーポンの利便性、広報に

ついては改善が必要。 

 

○情報発信の地域事業者向け講習は発信力の向上という点で効果は高かった。今後は能動的

に情報を発信するという意識付けが課題。 

 

○地域おこしに積極的に取り組んでいる人たちが後押ししていくことで、地域の魅力が広が

っていく。 
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４ 管内の課題 

 (1) 地域内には花尾神社や八重山公園などの史跡・名所のほか、八重の棚田を代表とする景

観、温泉などの豊富な資源がありますが、その魅力の磨き上げや資源の回遊性、情報発信

が不足しており、十分に活用されていません。 

 

 (2) 地域内では特産農畜産物のほか、カボス・小松菜を活用した加工品の生産が行われてい

ますが、認知度が低く、イベント等を通じた販売の機会や地域内外への発信が十分ではあ

りません。 

 

５ 課題解決に向けた方向性等 

 (1) 目標 

自発的かつ持続的で魅力ある地域づくりを進めることにより、地域住民の生活を豊かに

し、活気ある地域を目指します。 

 

 (2) 方向性 

豊富な地域資源を生かしたコンテンツ等を創出し、点在する資源を有機的につなぐこと

で訪問者の満足度を高め、交流人口の拡大を図ります。また、住民が主体的に関わる地域

づくりに取り組みます。 

 

 (3) 事業の展開 

  ①地域資源を活用した体験型コンテンツの推進 

   e-Bike等を活用しながら、地域内に点在している史跡・名所や温泉、景観などのＰＲを

行います。また、地域団体等による地域資源の体験型イベントを開催し、交流人口の拡大

を図ります。 

 

  ②地域住民が主体となった取組の促進 

   地域住民が主体となった地域の景観イメージアップを図るとともに、ＳＮＳやＭＥＯ※３

などを活用した情報発信を行うことで、地域住民が主体的に地域のＰＲに参加できるとい

う雰囲気の醸成を図ります。 

 

  ③郡山の魅力をＰＲするイベント等の開催 

   地域事業者等の各ブースでの展示・販売や、地域内で活動する方々によるステージ出演

など、地域事業者等が中心となった魅力を発信するイベントを開催することにより、特産

品等の認知度向上や、地域内外の交流促進を図ります。 

 

 
※３ Map Engine Optimization（マップ検索エンジン最適化）の略で、Google マップなど

の地図エンジン上で営業時間、場所、サービス内容、ホームページといった情報を正

確に伝え、来訪者を増やすことを目的として行われる。 
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Ⅲ 連携事業                      

 

１ 目的 

  合併地域全体の回遊性の向上や魅力発信の機能強化を図るため、支所の事業と連携し、共

通の資源（食や景観など）を活用した魅力を創出する取組などを行い、合併地域への関心と

訪問意欲を高めます。 

 

２ 事業の対象 

  国の調査で関係人口の出現率が高く、豊かな自然や地方への関心が高いとされる若年層（主

に２０代から３０代）をはじめ、幅広い世代を対象とします。 

 

３ 令和５年度・６年度の取組内容 

事業の展開  事業内容  

(1) インスタグラム等を活用し 

た情報発信 

・メディアと連携して、テレビ・ラジオ、ＷＥＢ、

ＳＮＳ等による多面的な情報発信を行いました。 

・公式インスタグラム「＃ここかご」を運営し、合

併地域の魅力を発信しました。 

(2) 合併地域共通の資源を活用 

した魅力創出 

・高校生とのワークショップでレシピを考案し、

商品開発を行いました。 

・大型商業施設での各地域の物産等の販売やステ

ージイベントを通して魅力発信を行いました。 

 

４ 事業の展開 

 (1) インスタグラム等を活用した情報発信 

   若年層の利用率が高いインスタグラムを活用し、令和４年１０月に開設

した公式インスタグラム「＃ここかご」を運用することで、合併地域の認知

度拡大を図ります。また、インスタグラムユーザーが興味を持った地域の魅

力について「＃（ハッシュタグ）」を付けた投稿を促進し、他のユーザーが

＃検索を行うことで、多彩な魅力に触れる機会の創出に取り組みます。 

 

 (2) 合併地域共通の資源を活用した魅力創出 

   豊富な資源を有する合併地域において、市内の学校や事業者等と連携を図り、共通する

食や景観、歴史などの資源を活用した事業を実施することで、市中心部にはない魅力の創

出に取り組み、交流人口の拡大を図ります。 
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各支所地域懇話会の開催状況（令和５年度・６年度）  

１ 吉田地域 

年度 回数・月日 内容 

５ 

第１回 

８月１０日 

１ 令和５年度事業の進捗状況について 

２ 令和６年度以降の事業について 

・旧吉田小学校跡地を活用した「あそびばよしだ」づくり 

・子どもも喜ぶ吉田の弁当販売 

第２回 

１０月２６日 

１ 令和５年度における今後の取組について 

２ 「地域と共に創るまちづくりプラン」に基づく令和６年度

以降の取組について 

・取組の方向性 

・検討すべき課題 

第３回 

２月２９日 

１ 令和５年度の事業実施状況と令和６年度の取組について 

・令和５年度の事業実施状況 

・令和６年度の取組 

２ 「子どもの笑い声響く 吉田のまちづくり準備委員会」の

設置等について 

３ 「地域と共に創るまちづくりプラン」の改訂（令和７年度以

降）について 

６ 

第１回 

８月１日 

１ 「地域と共に創るまちづくりプラン」（２期）について 

・第１期プラン（５～６年度）の振り返り 

・第２期プラン（７～９年度）の骨子 

２ 共創によるまちづくりについて 

第２回 

１０月１７日 

１ 「地域と共に創るまちづくりプラン」第１期プラン（５～

６年度）における課題と今後の方向性について 

２ 第２期プラン（７～９年度）について 

３ 吉田地域活性化協議会の設立について 

４ 地域の魅力・活力共創事業（吉田地域活性化協議会主催）の

７年度事業（案）について 

第３回 

３月３日 

１ ６年度事業の振り返りについて 

２ 「地域と共に創るまちづくりプラン」の改訂について 

３ ７年度事業（案）について 

・吉田地域活性化協議会について 

・主な７年度事業（案）について 
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２ 桜島地域 

年度 回数・月日 内容 

５ 

第１回 

７月２７日 

１ 地域の飲食店等の連携による魅力発信事業進捗状況 

２ 桜島の魅力体験に取り組む地域団体の支援事業進捗状況 

３ デジタル化による生活利便性向上事業進捗状況 

４ 令和６年度に向けたプランに基づく事業について 

第２回 

１１月１３日 

１ 地域の飲食店等の連携による魅力発信事業進捗状況 

２ 桜島の魅力体験に取り組む地域団体の支援事業進捗状況 

３ デジタル化による生活利便性向上事業進捗状況 

４ 令和６年度の事業概要（案） 

第３回 

３月４日 

１ 令和５年度事業報告及び令和６年度事業展開について 

・地域の飲食店等連携による事業 

・改新地域空き家活用事業 

・デジタルサポート事業 

２ 次期計画（令和７年度以降）について 

６ 

第１回 

７月１６日 

１ 地域と共に創るまちづくりプラン継続事業進捗状況報告 

・地域の飲食店等の連携による魅力発信 

・桜島の魅力体験に取り組む地域団体の支援 

・デジタル化による生活利便性の向上 

２ 地域と共に創るまちづくりプラン改訂について 

第２回 

１０月３１日 

１ 地域と共に創るまちづくりプラン継続事業進捗状況報告 

・地域の飲食店等の連携による魅力発信 

・桜島の魅力体験に取り組む地域団体の支援 

・デジタル化による生活利便性向上 

２ 地域と共に創るまちづくりプラン改訂について 

第３回 

２月２６日 

１ 令和６年度事業報告について 

・地域の飲食店等の連携による魅力発信  

・桜島の魅力体験に取り組む地域団体の支援 

・デジタル化による生活利便性向上 

２ 令和７年度事業計画について 

・地域の飲食店等の連携による魅力発信 

・デジタル化による生活利便性向上 

・地域資源を活用した新しいコンテンツの創出 

３ 地域と共に創るまちづくりプラン改訂報告 
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３ 喜入地域 

年度 回数・月日 内容 

５ 

第１回 

７月２７日 

１ 事業の進捗状況 

・大学等と連携した旧麓地区の空き家活用による拠点整備等 

・「喜び入るまち」のブランディングによる認知度向上 

・ＪＲ喜入駅における交流拠点の整備に向けた検討 

２ 来年度のプランに基づく事業に関する意見 

令和５年度事業の進捗状況について 

第２回 

１１月２１日 

１ 事業の進捗状況 

・大学等と連携した旧麓地区の空き家活用による拠点整備等 

・「喜び入るまち」のブランディングによる認知度向上 

・ＪＲ喜入駅における交流拠点の整備に向けた検討 

２ ６年度以降の取組みについて 

第３回 

２月２８日 

１ 事業の進捗状況と５年度の振り返り 

・大学等と連携した旧麓地区の空き家活用による拠点整備等 

・「喜び入るまち」のブランディングによる認知度向上 

・ＪＲ喜入駅における交流拠点の整備に向けた検討 

２ ６年度の実施の事業について 

・旧麓地区の空き家活用による拠点の運営支援 

・ＪＲ喜入駅における交流拠点の整備 

３ 「地域と共に創るまちづくりプラン」の改訂について 

６ 

第１回 

７月１７日 

１ 各事業の進捗状況 

・喜入旧麓交流館「陽だまり」運営支援事業 

・「喜び入るまち」のブランディング事業 

・ＪＲ喜入駅における交流拠点の整備事業 

２ 「地域と共に創るまちづくりプラン」の改訂について 

第２回 

１１月５日 

１ 各事業の進捗状況 

・喜入旧麓交流館「陽だまり」運営支援事業 

・「喜び入るまち」のブランディング事業 

・ＪＲ喜入駅における交流拠点の整備事業 

２ 「地域と共に創るまちづくりプラン」の改訂について 

第３回 

２月１９日 

１ 各事業の進捗状況   

・喜入旧麓交流館「陽だまり」運営支援事業 

・“喜び入るまち”ブランディング事業 

・ＪＲ喜入駅における交流拠点の整備事業 

２ 「地域と共に創るまちづくりプラン」の改訂について 

・書面開催におけるご意見等 

・地域と共に創るまちづくりプラン（最終案） 

・地域と共に創るまちづくりプラン（改訂案）の概要 
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４ 松元地域 

年度 回数・月日 内容 

５ 

第１回 

７月３１日 

１ 地域懇話会と推進委員会について 

２ 令和５年度の取組状況 

３ 令和６年度の方向性 

第２回 

１０月２６日 

１ 令和５年度の事業進捗 

２ 令和６年度の事業概要 

第３回 

２月２０日 

１ 令和５年度事業について 

２ 令和６年度事業について 

３ 令和７年度以降の計画策定について 

６ 

第１回 

７月３０日 

１ 地域の魅力・活力共創事業と地域懇話会について 

２ 令和４・５年度の取組実績及び令和６年度の取組について 

・松元の魅力を発信するイベント等の開催 

・スポーツを活用した交流の促進 

・地域の団体や高校との連携による魅力の創出 

３ 「地域と共に創るまちづくりプラン」の改訂及び令和７年度

の事業展開について 

第２回 

１０月１７日 

１ 令和６年度の事業進捗 

・松元の魅力を発信するイベント等の開催 

・スポーツを活用した交流の促進 

・地域の団体や高校との連携による魅力の創出 

２ 令和７年度の事業概要 

・松元の魅力を発信するイベント等の開催 

・スポーツを活用した交流の促進 

・地域の団体や高校との連携による魅力の創出 

３ 「地域と共に創るまちづくりプラン」の改訂について 

第３回 

２月１８日 

１ 令和６年度事業の振り返り 

・松元の魅力を発信するイベント等の開催 

・スポーツを活用した交流の促進 

・地域の団体や高校との連携による魅力の創出 

２ 「地域と共に創るまちづくりプラン」改訂の最終案について 

３ 令和７年度の事業概要 

・松元の魅力を発信するイベント等の開催 

・スポーツを活用した交流の促進 

・地域の団体や高校との連携による魅力の創出 

 

  



42 

 

５ 郡山地域 

年度 回数・月日 内容 

５ 

第１回 

７月２５日 

１ 各事業の進捗状況について 

２ 今後の実施計画について 

第２回 

１０月３１日 

１ 各事業の進捗状況について 

２ 今後の予定について 

３ 令和６年度の事業予定について 

第３回 

２月２７日 

１ 各事業の進捗状況について 

２ 令和６年度の事業予定について 

３ 令和７年度以降のプランについて 

６ 

第１回 

７月１７日 

１ 各事業の進捗状況及び令和６年度予定について 

・郡山の魅力再発見！e-Bike サイクルツーリズム事業 

・郡山まるごと満喫事業 

・特産品開発・販売事業 

・景観イメージアップ事業 

・郡山まるごと満喫マルシェ事業 

・郡山の魅力発信事業 

２ 令和７年度以降のプラン改訂について 

第２回 

１０月３０日 

１ 各事業の進捗状況及び令和６年度予定について 

・郡山の魅力再発見！e-Bike サイクルツーリズム事業 

・郡山まるごと満喫事業 

・景観イメージアップ事業 

・いろどりマルシェ koriyama 

２ 令和７年度以降のプラン改訂について 

第３回 

２月１８日 

１ 令和６年度の各事業進捗について 

・郡山の魅力再発見！e-Bike サイクルツーリズム事業 

・郡山まるごと満喫事業 

・景観イメージアップ事業 

・いろどりマルシェ koriyama 

２ 令和７年度以降の取り組みについて 

・郡山の魅力再発見！e-Bike サイクルツーリズム事業 

・郡山まるごと満喫事業 

・景観イメージアップ事業 

・いろどりマルシェ koriyama 

３ プラン改訂について 
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各支所管内の振興に係る地域懇話会設置要綱 

                                 

 （設置） 

第１条 吉田支所、喜入支所、松元支所、郡山支所及び桜島支所（以下「各支所」とい

う。）管内（鹿児島市役所支所設置条例（昭和４２年条例第８号）別表に規定する各支

所の所管区域をいう。以下同じ。）の振興に係る地域懇話会（以下「懇話会」とい

う。）を設置する。 

 （地域懇話会の名称） 

第２条 各支所に設置する懇話会は、次の各号に掲げる管内に応じ、当該各号に定めると

ころによる。 

 (1) 吉田支所管内 吉田支所管内の振興に係る地域懇話会 

(2) 喜入支所管内 喜入支所管内の振興に係る地域懇話会 

(3) 松元支所管内 松元支所管内の振興に係る地域懇話会 

(4) 郡山支所管内 郡山支所管内の振興に係る地域懇話会 

(5) 桜島支所管内 桜島支所管内の振興に係る地域懇話会 

 （所掌事項） 

第３条 懇話会の所掌事項は、次に掲げる事項に関し、意見を述べることとする。 

 (1) 管内に係る地域活性化計画（以下「計画」という。）の策定に関すること。 

(2) 計画に基づく事業の推進に関すること。 

(3) その他計画の達成に必要な事項に関すること。 

 （組織） 

第４条 懇話会は、第２条各号の懇話会において委員１０人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

(1) 管内に所在する団体等の代表者又は構成員 

(2) 管内に居住する満１８歳以上の者で公募に応じたもの 

(3) その他市長が必要と認めるもの 

３ 委員の任期は、委嘱された日から２年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （会議） 

第５条 会議は、第２条各号の懇話会において第７条各号に定める総務市民課が必要に応

じて招集する。 

２ 会議は、第２条各号の懇話会において委員の過半数の出席がなければ開くことができ

ない。 

３ 前項の規定にかかわらず、緊急を要する場合その他やむを得ない理由により会議を招

集することが困難な場合は、各委員が書面により意見を表明する方法により審議を行

い、その結果をもって会議の議事に代えることができる。 

４ 第１項の会議について、必要があると認めるときは、委員以外の者に出席を求め、意

見を聴くことができる。 

 （報償金） 

第６条 委員が会議に出席したときは、予算の範囲内で市長が定める報償金を支払うこと
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ができる。 

 （庶務） 

第７条 懇話会の庶務は次の各号に掲げる懇話会に応じて、当該各号に定める総務市民課

において処理する。 

 (1) 吉田支所管内の振興に係る地域懇話会 吉田支所総務市民課 

(2) 喜入支所管内の振興に係る地域懇話会 喜入支所総務市民課 

(3) 松元支所管内の振興に係る地域懇話会 松元支所総務市民課 

(4) 郡山支所管内の振興に係る地域懇話会 郡山支所総務市民課 

(5) 桜島支所管内の振興に係る地域懇話会 桜島支所桜島総務市民課 

 （その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、市長が別に定

める。 

付 則 

 この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

付 則 

この要綱は、令和６年４月２５日から施行し、改正後の各支所管内の振興に係る地域懇

話会設置要綱第４条の規定は令和６年６月１日以降に委嘱する委員から適用する。 
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